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決算認定特別委員会

令和３年度
決算認定

68
項
目
の

項
目
の
意
見
を
付
し
て

意
見
を
付
し
て

��

全
会
一
致
で
承
認

全
会
一
致
で
承
認

各
委
員
が
決
算
や
事
業
内
容
を
チ
ェッ
ク

議
会
か
ら
の
要
望
書
を
青
野
町
長
へ
提
出

決
算
認
定
特
別
委
員
会
の
報
告
書
を

松
島
議
長
へ
提
出

　
決
算
審
査
に
お
い
て
、
各
委
員
か
ら
出
さ
れ
た

指
摘
事
項
68
項
目
を
ま
と
め
た
報
告
書
を
左
居
委

員
長
、
矢
吹
副
委
員
長
か
ら
松
島
議
長
へ
提
出
。

　
3
日
間
に
わ
た
り
決
算
認
定
特
別
委
員
会
を

開
催
し
、令
和
3
年
度
決
算
に
つ
い
て
各
委
員
か

ら
の
意
見
を
集
約
。

　
決
算
認
定
特
別
委
員
会
か
ら
の
報
告
書
を
基

に
ま
と
め
た
議
会
か
ら
の
要
望
書
を
松
島
議
長
、

左
居
副
議
長
か
ら
青
野
町
長
へ
提
出
。
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3 みさき

決算認定特別委員会からの報告
　決算認定特別委員会は、前年度で執行された予算が適正なものであったかを確認するため、全ての課
が所管する決算について審査を担当しています。
委員長／左居喜次　副委員長／矢吹一郎　ほか全議員を委員とする14人で審査しています。

地方債借入状況の
注視

基金の見直し

新型コロナへの
対応

小規模多機能自治の
推進

国際交流の見直し

　地方債の借入れに制限がかか
ることにならないよう実質公債費
比率の状況を厳重に注視して抑
制に努めなければならない。

　基金の設置目的、相互関係を精
査し、整理・統合を行い、さらに
安全で効率的な管理および運用
を求める。

　今後は日常的に感染者と接触す
るといった状況を踏まえた行動や
対策と共に、コロナ禍での住民サ
ービスの質的向上を望む。

　「ひと　輝くまち　みさき」実
現に向けて、組織横断的に全庁を
挙げての取り組みと事業推進への
働きかけを望む。

　相互利益につながる有用性を
判断し、海外派遣交流事業の要綱
の見直しを含め、今後の進むべき
方向を定めることを望む。

全体総括意見を付す！
本会議での委員長報告において指摘した特に付しておくべき意見は以下の通りです。

⃝９月定例会：前年度決算を審査・認定

⃝議会からの指摘・意見をとりまとめ
⃝来年度予算などへの要望書を提出

⃝３月定例会：来年度予算案を審査

　決算認定特別委員会では、決算状況や事業内容をチェックし、
「来年度予算にどう反映させるか」という視点で審査を行いました。

意見

意見

意見

意見

意見

買い物支援の充実

　各地域の状況調査を進め、高齢
者の衣食住が困窮しないように、
移動販売の拡充や買い物支援な
ど施策の充実を求める。

意見分譲団地の開発

　分譲団地では、年齢層が固定化
しやすい傾向がある。開発に当た
っては、長期的な視点を持って、計
画的な開発を望む。

意見

公共施設等総合
管理計画

　総合管理計画が策定されている
が、実態が伴っていない。地元の
意見に耳を傾け方針を示したうえ
で、早期の実施を求める。

意見 職員の勤務態度と
住民対応

　住民に対し配慮に欠ける応対
が見受けられる。公務員としての
立場を自覚して自己研鑽と共に
住民に寄り添った対応を求める。

意見

来年度に
向けて

定
例
会
の
報
告

決
算
委
員
会
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報
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・
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流
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動 画
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決算認定特別委員会

【※決算額は1万円未満四捨五入】

公共施設管理、防災、国際交流、情報通信など

高齢者福祉、障がい者福祉、児童福祉、学校教育など

	 一般会計	 137億8,233万円	（前年度比10.7％増）
	16特別会計	 62億4,358万円	（前年度比6.4％増）
	公営企業会計	 9億641万円	（前年度比0.6％減）

決算審査  私の意見！

以上のような審議を経て、美咲町議会は令和３年度　歳入・歳出決算認定を全会一致で承認しました。

延
原
委
員

松
田
委
員

安心・安全

福祉・教育 主な
事業

主な
事業

　被害者を出さないために、みさ
きネットなどを有効活用し、町民
への周知を求める。

特
殊
詐
欺
防
止

藤
井
委
員

　新型コロナの影響による欠席
の児童生徒へ、授業の遅れが生じ
ないように配慮を求める。

欠
席
の

�

児
童
生
徒
へ
の

�

配
慮

　お試し暮らし住宅について、移
住希望者のニーズに合った取り
組みを求める。

お
試
し

暮
ら
し
住
宅
の

活
用

　西川診療所の移転が予定され
ているが旭地域が無医地区とな
らない対応を求める。

旭
地
域
の

�

医
療
確
保

　町有地において、管理不足が見
受けられる。魅力ある土地に見え
るような管理を求める。

遊
休
地
の
管
理

　ヤングケアラー・ダブルケア
について、対象者の把握と共に負
担軽減の対策を求める。

介
護
者
の負

担
軽
減

総 務 費 38億7,699万円 衛 生 費 11億3,907万円

民 生 費 30億8,519万円 教 育 費 16億8,850万円

板
垣
委
員

山
本
資
委
員

山
本
宏
委
員

　全議員14人を委員とする令和3年度歳入歳出決算認定特別委員会が設置され、9月9日から3日
間にわたり決算の審査を行いました。
　今回の審査では、①議会が議決した予算が効果的・効率的に執行されているか②決算における評
価を来年度予算編成や役場の運営にどのように反映させるのかという点を中心に審査を行いました。
　ここでは各委員から出された68項目の指摘事項のうち主な意見を掲載します。

定
例
会
の
報
告

決
算
委
員
会
の
報
告

討
論
・
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流

委
員
会
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報
告

町
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・
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5 みさき

みさきネット、国民健康保険、介護保険、上・下水道など

農林業振興、道路整備、観光、災害復旧、企業誘致など

以上のような審議を経て、美咲町議会は令和３年度　歳入・歳出決算認定を全会一致で承認しました。

三
船
委
員

松
島
委
員

中
西
委
員

小
林
委
員

則
吉
委
員

形
井
委
員

産業・建設

主な
事業

主な
事業

　同様の施設において管理の方
法が統一されていない。経費を抑
える方向で統一を求める。

指
定
管
理
の

　
管
理
方
法
の統

一

　埋め立てにより水路が埋没し
た状態が見受けられる。水路の確
認および指導を求める。

水
路
の
埋
没
へ
の

�

指
導

　公営企業会計について、料金値
上げなど住民に新たな負担が生
じないように求める。

公
営
企
業
会
計
の�

�

住
民
負
担

　冬季において通学路の凍結が
懸念される。適切なタイミングで
融雪剤の散布を求める。

通
学
路
の

�

安
全
確
保

　早急に住み替え手続きをお願
いし、解体撤去を含め、公有地の
有効活用を求める。

老
朽
化
し
た

�

町
有
住
宅
へ
の

�

対
応

　現在補助金対象となっていな
い有害鳥獣においても、補助金対
象への拡大を求める。

有
害
鳥
獣
の
駆
除

特別会計事業 62億4,358万円 公営企業会計事業 9億641万円

農林水産業費 8億5,720万円 土 木 費 11億3,517万円

特別会計・公営企業会計

監査委員の指摘

◆公共施設の見直し
　各部署において公共施設の見直しが進んでいない。
美咲町公共施設適正配置計画に基づく公共施設
個別施設計画の早期策定、実施を求める。

◆予算の効率的な執行
　不用額処理について、職員一人ひとりが厳しい財政
状況であることを自覚し、引き続き計画的かつ的確な
予算執行を求める。

◆金庫の適正な管理
　金庫内に現金を長期間保管している事例が確認さ
れた。金庫内の点検を定期的に実施するなど適切な
管理を徹底すること。

◆基金の見直し
　基金の設置目的を再度確認し、目的を達成した基金
があれば整理・統合を行うこと。さらに効率的な基金
運用を求める。

◆公用車管理
　職員数や公用車の使用頻度から判断して余剰配置
と言わざるを得ない。再度、使用状況を確認し、全
庁的に公用車の適正配置に努められたい。

◆定期刊行物の購読見直し
　定期刊行物の購入目的が、社会一般的な常識として
適当であるか、また部数は適切であるか検討し、部署
間で調整をはかり見直しを行うこと。

定
例
会
の
報
告

決
算
委
員
会
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報
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コロナとの共存に向けて ワクチン接種体制を強化
令和４年８月31日～9月16日に定例会、10月18日に臨時議会が招集され　一般会計補正予算8億86万円など３7件の議案が議決されました。

非課税世帯に5万円を支給

下水道処理場の設備更新

　農業集落排水吉岡処理場の故障通報装置
が老朽化したため設備を更新する。
〔下水道費　600万円〕

　国の政策により住民税非課税世帯に対して5
万円の給付金を支給する。
〔社会福祉総務費　1億1,614万円〕

小・中学校に電子黒板を配置

　小・中学生の学習活動を支援するため電子
黒板を9台購入して小・中学校に配置する。
〔小・中学校管理費　443万円〕

請
願
・
要
望

医
療・介
護・保
育・福
祉
な
ど

の
職
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者
の
大
幅
賃
上
げ
を
求
め
る

請
願
書

岡
山
県
医
療
労
働
連
合
会�

�

執
行
委
員
長　

西
崎　

克
江

　

医
療
・
福
祉
な
ど
に
限
定

し
て
の
賃
上
げ
に
は
疑
問
を

感
じ
る
と
こ
ろ
が
有
り
賛
成

多
数
で
趣
旨
採
択
と
し
た
。

精
神
保
健
医
療
福
祉
の
改
善
に

関
す
る
請
願
書

岡
山
県
医
療
労
働
連
合
会�

�

執
行
委
員
長　

西
崎　

克
江

　

そ
の
時
々
の
状
況
に
応
じ

た
対
応
も
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
観
点
か
ら

賛
成
少
数
で
不
採
択
と
し
た
。

燃
料
価
格
高
騰
に
と
も
な
う
燃

料
コ
ス
ト
の
補
填
に
関
す
る
要

望
書

岡
山
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
美
作

支
部�

�

支
部
長　

安
東　

忠
徳

　

価
格
高
騰
に
よ
る
悪
影
響

は
す
べ
て
の
職
種
に
及
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
全
会
一
致
で

趣
旨
採
択
と
し
た
。

生活応援商品券を配付

　諸物価高騰に対応するため、久米郡商工会
商品券1人4,000円分を配付する。
〔生活応援事業費　5,840万円〕

見本見本
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7 みさき

コロナとの共存に向けて ワクチン接種体制を強化
令和４年８月31日～9月16日に定例会、10月18日に臨時議会が招集され　一般会計補正予算8億86万円など３7件の議案が議決されました。

9月議会
でこんなことが
決まりました

ワクチン接種体制を確保建設残土処理場を整備

　建設工事に伴い搬出される残土を処理する
ための施設を整備する。
〔土木総務費　１,870万円〕

　新型コロナウイルス感染症を予防するための
ワクチン接種体制を確保する。
〔予防費　1億1,936万円〕

契
　
　
　
約

人
　
　
　
事

◎
各
種
契
約
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、審

議
の
結
果
全
会
一
致
で
承
認
し
た
。

【
工
事
請
負
】

◇
多
世
代
交
流
拠
点
整
備
事
業�

　

設
計
・
施
工

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
・
カ
バ
ヤ
㈱�

�

（
岡
山
市
）

㈱
丹
羽
建
築
設
計
事
務
所（
岡
山
市
）

共
同
企
業
体

　

18
億
４
０
０
万
円（
税
込
）

意
見
の
分
か
れ
た
議
案

○は賛成　　×は反対

（議長は裁決に加わりません）

松
島
議
員

左
居
議
員

山
本
宏
議
員

松
田
議
員

延
原
議
員

形
井
議
員

小
林
議
員

藤
井
議
員

山
本
資
議
員

板
垣
議
員

三
船
議
員

矢
吹
議
員

則
吉
議
員

中
西
議
員

請願第１号

医療・介護・保育・福祉などの職場
で働くすべての労働者の大幅賃
上げを求める請願書

（委員会の審査結果は趣旨採択）

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

討　　論 この請願は趣旨採択でなく採択して国に意見書を送付するべきだ 藤井議員

請願第２号
精神保健医療福祉の改善に関す
る請願書

（委員会の審査結果は不採択）
議
長 × × × × × × ○ × × × × × ×

討　　論 この請願は不採択でなく採択して国に意見書を送付するべきだ 藤井議員

人
権
擁
護
委
員
の
選
任
に
同
意

　

人
権
擁
護
委
員
の
選
任
が
提
案
さ

れ
、
全
会
一
致
で
同
意
し
た
。
任
期
は

令
和
７
年
12
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
。

美
咲
町
原
田

池
上　

佳
苗（
再
任
）

美
咲
町
錦
織

杉
本　

八
重
美（
新
任
）

美
咲
町
藤
田
上

山
下　

一
巳（
新
任
）

定
例
会
の
報
告

決
算
委
員
会
の
報
告

討
論
・
交
流

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
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一
般
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の
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委 員 会 の活動
総務・産業常任委員会からの報告

総務・産業常任委員会は、総務課、理財課、地域みらい課、くらし安全課、上下水道課、建設課、産業観光課
が所管する予算その他の案件について審査を担当しています。
委員長／山本宏治　副委員長／延原正憲　委員／中西伶王、矢吹一郎、山本　資、松田英二、松島　啓の7人
で審査しています。

津山圏域消防本部・旭、柵原出

張所を視察。

 司令センターでは、津山・美作・

真庭の共同運用、携帯電話の端末

情報による現場確認などの ICTを

活用した取り組みの説明を受け

た。

【くらし安全課】
防火水槽を新設

【建設課】
残土処理場を整備

【総務課】
育児休業等に関する条例

【地域みらい課】
空き家撤去の補助金

職員の育児休業の改正は正
規職員に限られるのか。
正規職員同様に、会計年度
任用職員にも、休業取得回
数・申請期限を緩和する。

問

答

空き家撤去の補助金支給基
準と対象家屋は。
補助金対象は、老朽危険空き
家であり、解体事業費の1/2
で、１５０万円が上限である。

答

問

【理財課】
ふるさと納税の予算
前年の納税額を参考に、当初
予算で対応出来るのでは。
返礼品が天候に影響される
作物なので、随時更新を行
う。今回2,500万円計上。

答

問

【産業観光課】
農業分野のDX化

公共の残土処理料の支払い
は誰が行うのか。
請負契約の中に、組み込み
処理している。他からの持ち
込みも有償である。

答

問今回、経費の高い現場打ち
工法を行う理由は。
要望場所の町道が狭く、二次
製品の搬入ができないため、
現場打ち工法を行う。

答

問 ダブレット3台導入の使用目
的は。
現地調査などの情報収集の
際に使用し農地集積・集約に
利用する。

答

問

（津山市林田地内）

委員長報告

動 画

定
例
会
の
報
告

決
算
委
員
会
の
報
告

討
論
・
交
流

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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すばらしい財産  蘭
あらぎじま

島の棚田

視察研修報告▶ぶどう山椒の栽培と蘭
あらぎじま
島の環境保全で地域作り・和歌山県有田川町

　

ミ
カ
ン
で
有
名
な
有
田

川
町
は
、
紀
伊
半
島
の
北

西
部
、
和
歌
山
県
の
ほ
ぼ

中
央
部
に
位
置
し
、
豊
か

な
自
然
に
恵
ま
れ
町
の
中

央
部
を
、
高
野
山
を
源
流

と
す
る
有
田
川
が
、
西
に

蛇
行
し
な
が
ら
有
田
川
流

域
を
形
成
し
て
い
る
。
幾

多
の
歴
史
文
化
と
伝
統
に

彩
ら
れ
た
農
林
業
が
自
慢

の
町
で
あ
る
。

　

平
成
18
年
1
月
合
併
に

よ
り
（
人
口
約
３
万
人
、

面
積
3
5
1
︐770


㎢
）

県
下
で
一
番
大
き
な
町
と

し
て
有
田
川
町
が
誕
生
し

た
。

（
現
在
人
口
は
２
５
︐７
０

５
人
）

【
ぶ
ど
う
山
椒
】

収
穫
量
日
本
一
を
誇
る
特

産
『
ぶ
ど
う
山
椒
』
の
栽

培
に
よ
り
、
高
齢
化
が
進

む
山
間
地
に
あ
っ
て
地
元

住
民
と
の
連
携
に
よ
り
新

た
な
取
り
組
み
で
仕
事
・

地
域
作
り
の
実
績
を
残
し

て
い
る
。

●
町
が
目
指
す
産
地
の
在

り
方
と
課
題　

　

住
民
主
導
で
、
産
地
の

継
続
的
発
展
を
目
指
す

・
次
世
代
プ
レ
イ
ヤ
ー
の

獲
得　

・
栽
培
研
究
（
効
率
化
・

高
収
益
化
）　

・
ぶ
ど
う
山
椒
の
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン

●
そ
の
他
の
取
り
組
み

・
栽
培
研
究
・
幼
木
育
成
、

接
木
技
術　

・
苗
木
配
布
・
育
成
状
況

確
認

・
農
家
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
・
報
告
、
勉
強

●
世
界
で
活
躍
す
る
ト
ッ

プ
シ
ェ
フ
と
高
校
生
と
の

イ
ベ
ン
ト
開
催

●
各
種
メ
デ
ィ
ア
発
信

●
食
材
提
供
・
料
理
教
室

【
蘭あ

ら
ぎ
じ
ま島

景
観
保
全
】

　

国
選
定
重
要
文
化
的
景

観
を
有
す
る
『
蘭あ

ら
ぎ
じ
ま島

お
よ

び
三
田
・
清
水
の
農
山
村
』

の
保
全
の
取
り
組
み
や
資

源
と
し
て
の
保
護
体
制
を

構
築
す
る
た
め
『
文
化
的

景
観
保
護
制
度
』
を
活
用

し
た
事
業
を
実
施
し
て
い

る
な
ど
、
美
咲
町
の
課
題

に
類
似
し
た
有
田
川
町
を

視
察
先
に
選
定
し
た
。

●
町
の
支
援
体
制

　

文
化
的
景
観
の
保
護
制

度
を
活
用
し
た
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。

・
文
化
的
景
観
保
護
事
業

（
文
化
庁
）　

　

H
26
〜
R
3
（
８
カ
年
）

事
業
費（
約
7
︐0
0
0

万
円
・
町
負
担
約　

２
︐

5
0
0
万
円
）

・
有
田
川
町
景
観
形
成
支

援
事
業
補
助
金
（
年
予

算
・
1
0
0
万
円
）

・
中
山
間
地
域
直
接
支
払

い
制
度
交
付
金
（
R
2

年
８
月
〜
５
カ
年　

4
3
0
万
円
）

・
三
田
ふ
る
さ
と
を
守
る

会
（
年
９
５
︐0
0
0

円
）

・
蘭あ

ら
ぎ
じ
ま島

へ
の
助
成
（
年
１

　

９
５
︐０００


円
）

【
参
加
者
の
感
想
】

●
約
2
0
0
年
前
に
、
庭

先
で
発
見
さ
れ
延
々
と
受

け
継
が
れ
て
き
た
ぶ
ど
う

山
椒
を
1
人
の
行
政
マ
ン

行政マンの熱意に圧倒されました

が
、
粘
り
強
く
継
続
へ
の

強
い
思
い
で
取
り
組
ま
れ

た
経
過
を
聞
き
感
動
し
た
。

●
蘭あ

ら
ぎ
じ
ま島

の
形
成
過
程
、
歴

史
に
つ
い
て
先
人
達
の
思

い
を
受
け
継
い
で
取
り
組

ん
で
い
る
そ
の
底
辺
に
は
、

地
域
を
想
う
多
く
の
人
々

の
姿
に
あ
る
と
思
う
。

●
ぶ
ど
う
山
椒
・
蘭あ

ら
ぎ
じ
ま島

共

に
、
次
世
代
へ
の
贈
り
物

を
何
と
し
て
も
継
な
げ
よ

う
と
頑
張
っ
て
い
る
地
域

住
民
と
行
政
、
事
業
に
携

わ
っ
て
い
る
人
々
の
思
い

を
感
じ
た
。

定
例
会
の
報
告

決
算
委
員
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報
告

討
論
・
交
流

委
員
会
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報
告

町
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問
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般
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委 員 会 の活動
民生・教育常任委員会からの報告

民生・教育常任委員会は、住民税務課、保険年金課、健康推進課、徴収対策室、福祉事務所、教育総務課、生
涯学習課が所管する予算その他の案件について審査を担当しています。
委員長／形井　圓　副委員長／小林達夫　委員／則吉洋介、三船博之、板垣正寿、藤井智江、左居喜次の７人
で審査しています。

　柵原斎場を視察した。

　斎場内の各ホール、待合室など

を見学した。

　美咲町営火葬場との違いを確認

し説明を受けた。

【健康推進課】
3歳児へ目の屈折検査

【教育総務課】
小・中学校に電子黒板

【保険年金課】
後期高齢者の窓口負担
後期高齢者の医療費窓口負
担はどう変わるのか。
一定以上の所得がある人は、
医療費の窓口負担割合が 1
割から2割に変わる。

問

答

【健康推進課】
ヤングケアラー調査
ヤングケアラーの調査はど
のように行うのか。
業者選定をまず行い相談の
上でその対象や内容などを
検討する。

答

問

【住民税務課】
火葬場での事故防止
火葬場でのペースメーカー
への対応は。
爆発事故防止のため、現在受
け入れをしていない。対応可
能な斎場にお願いしている。

答

問

【生涯学習課】
中央町誌全4巻完成

電子黒板の機能はどのよう
なものか。
先生と児童生徒がタブレット
を使い、その画面の情報を
共有することができる。

答

問目の屈折検査の機械を導入
する効果は。
会場で検査結果を得ること
ができ、精密検査の受診を即
時に勧めることができる。

答

問 ついに中央町誌全4巻が完成
した。今後の方針は。
町の歴史を語る上での貴重な
資料として、町民にも販売を
進める。

答

問

（吉ケ原地内）

動 画
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視察研修報告▶︎自立支援や認知症カフェの先進的な取り組み・和歌山県かつらぎ町

できるようになったよ　ありがとう

〈
か
つ
ら
ぎ
町
の
状
況
〉

●
か
つ
ら
ぎ
町
は
和
歌
山

県
北
東
部
に
位
置
し
、
人

口
１
６
︐000


人
、
高
齢

化
率
40
％
の
ま
ち
で
あ

る
。
歴
史
的
に
は
高
野
山

と
深
い
関
わ
り
が
あ
り
、

平
成
16
年
に〝
高
野
山
参
詣

道
〟と
共
に
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
た〝
丹
生
都
比
売

（
に
う
つ
ひ
め
）
神
社
〟

が
あ
る
。

〈
自
立
支
援
〉

●
か
つ
ら
ぎ
町
の
自
立
支

援
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
研
修
。
本
人
の
で
き
る

こ
と
や
意
欲
、
居
場
所
を

奪
う
の
で
は
な
く
、「
住
み

慣
れ
た
ま
ち
で
い
つ
ま
で

も
元
気
に
暮
ら
し
た
い
」

と
い
う
考
え
方
の
も
と
、

み
ん
な
で
支
え
あ
え
る
ま

ち
を
目
指
し
て
い
る
。

●
自
立
支
援
対
策
と
し
て

の
心
構
え
は
、

①
介
護
予
防
策
と
し
て
本

人
の
で
き
る
こ
と
を
支
援

②
重
度
化
防
止
策
と
し
て

本
当
に
支
援
が
必
要
な
人

へ
の
適
切
な
ケ
ア

③
孤
立
化
防
止
策
と
し
て

地
域
で
の
見
守
り
や
声
か

け●
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

た
め
の
出
張
型
に
よ
る
事

業
所
へ
の
研
修
を
実
施
。

ま
た
、
サ
ロ
ン
な
ど
、
地

域
に
出
向
い
て
の
住
民
へ

の
意
識
づ
け
、
広
報
を
行

っ
て
い
る
。
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
正
し
い
知
識
と
理
解

が
必
要
で
あ
り
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
＝
お
も
て
な
し
で

は
な
く
、
自
立
支
援
サ
ー

ビ
ス
と
な
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

●
「
何
で
も
や
っ
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
」
で
は
な

く
、「
こ
れ
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
よ
あ
り
が
と

う
」
を
目
指
す
の
が
か
つ

ら
ぎ
町
の
自
立
支
援
の
取

り
組
み
で
あ
る
。

〈
認
知
症
カ
フ
ェ
〉

●
か
つ
ら
ぎ
町
の
認
知
症

に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
研
修
。
認
知
症
カ
フ

ェ
「
つ
れ
も
て
カ
フ
ェ
」

に
つ
い
て
聴
講
。「
つ
れ
も

て
」と
は
和
歌
山
弁
で「
い

っ
し
ょ
に
」
を
意
味
し
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族

が
、
閉
じ
こ
も
ら
ず
気
軽

に
参
加
で
き
る
社
会
参
加

の
場
所
と
し
て
開
催
し
て

い
る
。
認
知
症
の
あ
る
な

し
に
関
わ
ら
ず
、
高
齢
者

か
ら
子
ど
も
ま
で
誰
で
も

集
い
「
認
知
症
」
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
を
も
と
に
、

地
域
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
る
場
所
で
も
あ

る
。

●
参
加
者
は
全
体
で
約
30

人
。
6
カ
所
の
カ
フ
ェ
で

月
５
～
６
回
開
催
。
毎
回

８
～
15
人
が
参
加
し
て
い

る
。
な
か
に
は
ほ
ぼ
す
べ

て
の
回
に
参
加
し
て
い
る

人
も
い
る
。

●
課
題
は
６
カ
所
す
べ
て

の
カ
フ
ェ
が
平
野
部
の
み

で
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、

今
後
は
山
間
部
で
の
取
り

組
み
を
考
え
る
必
要
が
あ

いつまでも元気に暮らすために

る
。

●
自
立
し
た
事
例
と
し
て

は
、
年
間
１
～
２
事
例
。

元
気
に
な
っ
た
人
は
多
い
。

〈
参
加
者
の
感
想
〉

●
こ
れ
か
ら
の
介
護
に
は

本
人
の
で
き
る
こ
と
を
支

援
す
る
こ
と
に
重
き
を
置

く
自
立
支
援
の
考
え
方
が

重
要
で
あ
る
。

●
認
知
症
の
人
や
そ
の
家

族
が
孤
立
化
し
な
い
よ

う
、
気
軽
に
参
加
で
き
る

居
場
所
づ
く
り
や
、
ま
わ

り
の
人
の
理
解
が
重
要
で

あ
る
。

定
例
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決
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大阪府岬町との交流を活発化
～災害相互応援協定の意見交換～

美作大学との連携を強化
～議会アンバサダーを募集～

　美咲町は、令和２年１１月に大阪府岬町と友好交
流都市協定および災害時相互応援協定を締結して
います。議会では１０月5日に岬町を訪問し、災害
時相互応援協定に基づいた意見交換会を開催し、
お互いの認識を共有することによって今後につい
ても活発な交流が約束されました。

　美咲町議会は、令和４年１月に美作大学・美作大
学短期大学部とＳＤＧｓパートナーシップ包括協定を
締結しています。この程、さらなる連携強化に向け
て学生の皆さんを対象とした「議会アンバサダー」

（応援団）の募集ポスターを作成して大学構内に掲示
してもらうことになりました。

交　流交　流

反対!!

柵原学園新築工事契約案を賛成多数で可決
　令和4年第8回議会臨時会が10月25日に開催され、工事請負契約議案1件が上程された。
　審査に先立ち町長から、柵原地域に建設する義務教育学校柵原学園新築工事の契約を㈱安藤・間広島支
店（本社：東京都）と28億4,900万円（税込み）で契約したい旨の報告が行われた。

［柵原学園新築工事契約に対する討論］

賛成11人 中西議員　則吉議員　矢吹議員　三船議員　板垣議員　山本資議員　藤井議員
形井議員　延原議員　山本宏議員　左居議員

反対2人 小林議員　松田議員

○議長は裁決に加われません。

採決の結果　契約案を　　　　　で可決賛成多数賛成多数

　この契 約は企
業の施工能力など
を重視する総合評
価落札方式によ
る評価値で決定さ

れた結果であり、法令に基づいた適正な手
続きにのっとって落札者が決まっている以
上それを否定する事由は認められない。よ
って賛成すべきものと考える。

　今回の契約で
は9,200万円も高
い金額を提示した
企業が契約候補
者となっている。
総合評価方式の評価基準に対しての配
点・行財政改革との整合性・コロナ禍に
おける地方経済への波及効果など多くの
疑問点に対して納得する事ができない。

　
採
　
決

討  論

左居議員 松田議員

賛成!! 定
例
会
の
報
告

決
算
委
員
会
の
報
告

討
論
・
交
流

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



13 みさき

町
政
を
問
う

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

　
　
町
長
・
教
育
長
な
ど
に

　
　
　
　
町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

ページ 議員名 質　問　内　容

14 中西  伶王

１．困窮する農家への支援策を
２．美咲DMO今後の活動内容は
◇　物価高騰による義務教育学校への影響は
◇　若者定住支援への今後の町の方針は

15 板垣  正寿
１．プロジェクトの未来ビジョンは
２．通学路危険箇所への対応を
◇　棚田再生に美咲DMOはどう関わる

16 山本  宏治
１．旭・柵原学園の今後の対応は
２．大学と学校の連携ができないか

17 矢吹  一郎
１．空き家の今後の対策は
２．各種ワクチンについて問う

ページ 議員名 質　問　内　容

18 藤井  智江

１．義務教育学校の教育内容は
２．DMOの活用で人口減少克服を
◇　町内の学校では問題は起きていないか
◇　非核・平和宣言のまちへ

19 三船  博之
１．災害に備えた建設業者の確保は
２．大規模畜産業に独自施策は
◇　各種計画の進行状況は

20 形井  　圓
１．町民目線の行政はできているか
２．西幸・三保公民館の建て替えを
◇　農業問題への取組は

21 山本  　資 １．義務教育学校の郷土学習の準備は

美咲町指定天然記念物　本山寺のカゴノキ（推定樹齢360年）

みさき

議会だよりには、2問まで掲載
しています。
質問の状況については、
美咲町YouTubeチャンネルで
確認していただけます。

定
例
会
の
報
告

決
算
委
員
会
の
報
告

討
論
・
交
流

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

中西伶王（なかにし  れお）議員

動 画

美咲DMO今後の活動内容は

課題解決や魅力発掘に取り組む

国の交付金があれば活用を検討

問　
社
会
情
勢
の
変
化

に
伴
っ
て
農
業
肥
料

や
農
業
資
材
さ
ら
に
燃
料

な
ど
の
価
格
が
上
昇
し
、

多
く
の
農
家
が
困
窮
し
て

い
る
。

　
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
に
対
し
て
町
独
自

の
支
援
策
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

答
青
野
町
長

　

現
在
の
物
価
上
昇

は
、
燃
料
代
の
高
騰
や
生

活
必
需
品
の
度
重
な
る
価

格
上
昇
な
ど
町
民
の
生
活

に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
て
町
独
自
の
支
援
策
と

し
て
美
咲
町
生
活
応
援
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
久
米
郡
商
工

会
の
商
品
券「
か
け
は
し
」

を
全
町
民
に
１
人
６
︐０

０
０
円
分
配
布
す
る
も
の

で
、
住
民
が
生
活
し
て
い

く
一
助
に
な
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。

　

物
価
高
騰
が
本
町
の
主

要
な
産
業
で
あ
る
農
業
に

も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与

え
て
い
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ

町
と
し
て
農
業
へ
の
直
接

支
援
策
は
実
施
で
き
て
い

な
い
状
況
だ
。

　

今
後
、
国
か
ら
の
交
付

が
期
待
さ
れ
て
い
る
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
の
内
示

が
あ
れ
ば
、
そ
の
利
用
に

あ
た
っ
て
最
も
有
効
な
活

用
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
本
年
４
月
に
は
美

咲
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
拠
点
施

設
と
な
る
「
ミ
サ
キ
ア
エ

ル
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
活
動

を
開
始
し
て
い
る
。
美
咲

Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
今
後
ど
の
よ
う

な
活
動
を
進
め
て
行
こ
う

と
し
て
い
る
の
か
。

答
青
野
町
長

　

美
咲
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、

ミ
サ
キ
ア
エ
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
名
称
を
変
更
し
、

観
光
振
興
だ
け
で
な
く
地

域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解

決
や
魅
力
発
掘
を
通
じ
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行

い
、
交
流
な
ど
を
通
じ
て

関
係
人
口
や
移
住
者
を
増

や
す
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
く
。

答
林
田
産
業
観
光
課
長

　

ミ
サ
キ
ア
エ
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
核
で
あ

る
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー

の
募
集
を
進
め
て
い
る
。

　

「
山
の
仕
事
」「
６
次
産

業
化
」「
里
山
保
全
」「
自

由
提
案
」
４
つ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
募
集
を
お
こ
な

っ
て
お
り
、
今
年
度
中
に

10
人
の
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ

ャ
ー
を
決
定
し
た
い
。

　

ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

活
動
し
て
い
る
地
域
の
人

や
企
業
と
協
働
し
な
が
ら

事
業
を
進
め
る
こ
と
で
、

将
来
的
に
自
走
で
き
る
形

で
の
地
域
課
題
解
決
を
目

指
す
こ
と
に
し
て
い
る
。

困窮する農家への支援策を

議員は暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことが禁止されています。

定
例
会
の
報
告

決
算
委
員
会
の
報
告

討
論
・
交
流

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



15 みさき

質問

答弁 「ひと輝くまちみさき」を実現する

質問

答弁

板垣正寿（いたがき  まさとし）議員

動 画

問　
３
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
る
柵
原
、
旭

の
義
務
教
育
学
校
と
多
世

代
交
流
拠
点
の
ソ
フ
ト
面

に
つ
い
て
、
そ
の
未
来
ビ

ジ
ョ
ン
を
示
さ
れ
た
い
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
生
涯

費
用
は
試
算
で
き
て
い
る

か
。答

黒
瀬
教
育
長

　

学
校
と
い
う
機
能

を
活
か
し
、
地
域
の
特
色

や
人
の
輪
を
活
か
し
て
町

の
未
来
像
で
あ
る
「
ひ
と

輝
く
ま
ち
み
さ
き
」
を
実

現
す
る
。

　

「
学
校
を
核
と
し
た
地

域
づ
く
り
」
の
た
め
に
も

学
校
運
営
協
議
会
（
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
）

と
地
域
学
校
協
働
活
動
の

一
体
的
推
進
が
重
要
で
あ

る
。答

青
野
町
長

　

多
世
代
交
流
拠
点

は
、
世
代
や
分
野
を
超
え

た
交
流
や
賑
わ
い
を
生
む

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

多
く
の
住
民
の
意
見
を

反
映
し
、
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
を
集
約
し
た
複
合
施
設

と
し
た
こ
と
が
大
き
な
特

徴
で
あ
る
。

　

生
涯
費
用
に
つ
い
て
は
、

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト

を
考
慮
し
、
建
設
か
ら
解

体
ま
で
の
全
体
の
費
用
が

抑
え
ら
れ
る
よ
う
な
拠
点

と
し
、
未
来
の
負
担
を
で

き
る
だ
け
軽
減
で
き
る
よ

う
十
分
に
配
慮
し
て
い
る
。

プロジェクトの未来ビジョンは

質問

答弁

質問

答弁 通
学
路
危
険
箇
所
への
対
応
を

児
童
生
徒
の
安
全
の
た
め
に

迅
速
に
対
応
す
る

問　
子
ど
も
た
ち
の
安

全
を
守
る
た
め
に
も

通
学
路
危
険
箇
所
の
要
望

に
対
す
る
迅
速
か
つ
的
確

な
対
応
を
求
め
る
。

　
ま
た
、
今
後
建
設
さ
れ

る
義
務
教
育
学
校
に
お
い

て
も
、
通
学
路
の
問
題
に

つ
い
て
は
保
護
者
も
心
配

さ
れ
て
い
る
が
十
分
な
説

明
は
で
き
て
い
る
か
。

　
み
さ
き
テ
レ
ビ
な
ど
の

各
種
町
内
メ
デ
ィ
ア
を
通

じ
て
危
険
箇
所
の
啓
発
を

広
く
発
信
し
て
は
ど
う
か
。

答
結
石
教
育
総
務
課
長

　

通
学
路
危
険
箇
所

の
全
般
的
な
要
望
に
つ
い

て
は
P
T
A
が
取
り
ま
と

め
た
要
望
を
踏
ま
え
、
関

係
機
関
へ
要
望
を
行
っ
て

い
く
。

　

ま
た
、
柵
原
学
園
の
通

学
路
に
つ
い
て
は
、
現
在

開
校
準
備
委
員
会
の
通
学

部
会
で
協
議
を
行
っ
て
い

る
。

　

想
定
さ
れ
る
通
学
路
に

お
い
て
改
修
が
必
要
な
箇

所
は
、
美
咲
町
通
学
路
交

通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
検

討
す
る
。

答
浦
上
く
ら
し
安
全
課
長

　

交
差
点
な
ど
道
路

の
危
険
箇
所
の
点
検
風
景

に
つ
い
て
は
、
過
去
に
も

放
送
を
し
て
い
る
。

　

今
後
も
取
材
の
依
頼
な

ど
が
あ
れ
ば
で
き
る
限
り

対
応
す
る
。

ここを子どもたちが歩きます

これから始まる未来ビジョン

議員が選挙区内にある者に対して、寄付をすることはいかなる名義でも禁止されています。

定
例
会
の
報
告

決
算
委
員
会
の
報
告

討
論
・
交
流

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

山本宏治（やまもと  こうじ）議員

動 画

私たちも参加します

大学と学校の連携ができないか

キャリア教育に向けて連携を取る

特色のある教育を目指す

両学園も特色ある学園にしていく

問　
旭
学
園
・
柵
原
学

園
は
開
校
に
向
け
改

修
・
増
築
工
事
や
造
成
工

事
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

　
旭
学
園
で
は
「
英
語
特

区
」
を
頑
張
っ
て
い
る
。

「
学
校
を
核
と
し
た
地
域

づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め

の
施
策
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　
空
き
家
を
活
用
し
て
移

住
定
住
に
向
け
た
取
り
組

み
が
で
き
な
い
か
。

答
黒
瀬
教
育
長

　

他
市
町
か
ら
の
転

校
生
受
け
入
れ
に
つ
い
て

は
十
分
に
考
え
て
い
き
た

い
。　
　

　

旭
学
園
で
は
「
英
語
特

区
」、
柵
原
学
園
で
は
「
柵

原
ド
リ
ー
ム
学
」
と
特
色

あ
る
教
育
を
考
え
て
い
る
。

　

文
化
・
郷
土
学
習
を
取

り
入
れ
た
９
年
間
の
学
習

計
画
で
あ
る
。

答
光
嶋
地
域
み
ら
い
課
長

　

現
在
の
空
き
家
バ

ン
ク
を
利
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
、
シ
ス
テ
ム
も

10
年
が
経
過
し
て
お
り
大

き
く
見
直
し
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

　

転
校
希
望
者
に
対
す
る

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
つ
い
て

は
、
子
育
て
支
援
情
報
に

特
化
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
検
討
し
て
い
る
。

問　
美
咲
町
議
会
は
美

作
大
学
・
美
作
大
学

短
期
大
学
部
と
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
包
括
協
定
を
結

ん
で
い
る
。

　
両
学
園
ま
た
中
央
地
域

の
学
校
と
大
学
と
の
連
携

で
児
童
生
徒
に
良
い
影
響

が
出
る
も
の
と
思
う
。

　
今
後
の
大
学
と
の
連
携

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
ま
た
他
の
大
学
と
の
連

携
は
ど
う
か
。

答
山
本
教
育
次
長

　

生
活
科
、
総
合
学

習
な
ど
９
年
間
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
に
向
け
て
大
学
と

関
わ
り
を
持
っ
て
い
き
た

い
。
大
学
関
係
、
学
校
現

場
の
要
望
を
踏
ま
え
具
体

的
に
考
え
て
い
き
た
い
。

　

他
の
大
学
と
は
岡
山
大

学
教
育
学
部
な
ど
も
好
意

的
で
あ
り
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
計
画
と
照
ら
し
連
携
を

し
て
い
き
た
い
。

答
黒
瀬
教
育
長

　

今
後
は
、
I
C
T

の
時
代
で
あ
り
タ
ブ
レ
ッ

ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
教
育
機
器
を
利
用
し
た

相
互
乗
り
入
れ
事
業
も
考

え
て
い
る
。

答
忠
政
副
町
長

　

本
町
と
し
て
も
、

美
作
大
学
、
津
山
高
専
と

包
括
協
定
を
結
ん
で
お

り
、
小
規
模
多
機
能
自
治

の
取
り
組
み
に
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
と
し
て
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
。

旭・柵原学園の今後の対応は

定
例
会
の
報
告

決
算
委
員
会
の
報
告

討
論
・
交
流

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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質問

答弁 情報提供を行い啓発に努める

質問

答弁

矢吹一郎（やぶき  いちろう）議員

動 画

問　
空
き
家
の
現
状
と
、

将
来
的
に
増
加
す
る

と
推
測
さ
れ
る
空
き
家
に

対
し
て
の
取
り
組
み
を
示

さ
れ
た
い
。

①
本
町
に
お
い
て
空
き
家

対
象
件
数
は
何
件
か
。

そ
の
う
ち
所
有
者
、
相
続

人
と
連
絡
可
能
な
件
数
は
。

②
特
定
空
き
家
と
認
定
さ

れ
た
件
数
と
そ
の
実
態
は

ど
う
か
。

③
今
後
増
加
す
る
と
推
測

さ
れ
る
空
き
家
に
対
し
て

の
取
り
組
み
は
。

答
光
嶋
地
域
み
ら
い
課
長

①
現
在
把
握
し
て
い

る
空
き
家
件
数
は
約
1
︐

0
0
0
件
で
、
そ
の
う
ち

約
1
0
0
件
が
連
絡
可
能

で
あ
る
。

②
特
定
空
き
家
認
定
数
は

現
在
で
は
０
件
で
、
老
朽

危
険
家
屋
２
件
に
つ
い
て

相
続
人
と
協
議
中
で
あ
る
。

答
青
野
町
長

③
法
改
正
に
よ
り
今

後
、
空
き
家
の
管
理
が
厳

格
化
さ
れ
る
。　
　
　
　

　

空
き
家
や
土
地
管
理
者
、

相
続
人
、
空
き
家
の
現
況

な
ど
の
情
報
を
一
元
管
理

す
る
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
を

G
I
S
の
活
用
に
よ
り
構

築
し
、空
き
家
の
所
有
者
、

相
続
人
に
対
し
て
総
合
的

な
情
報
提
供
を
行
い
空
き

家
対
策
の
啓
発
に
努
め
た

い
。

有効活用できないかな〜

帯状疱疹　いたいよ〜

空き家の今後の対策は

質問

答弁

質問

答弁 各
種
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
問
う

厚
労
省
の
決
定
を
受
け
て
対
応
す
る

問　
新
型
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
が
派
生
を
繰
り
返

し
、
感
染
が
拡
大
し
て
い

る
現
況
下
に
あ
り
、
現
在

４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

新
た
に
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対

応
の
新
型
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
の
報
道
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
接
種
計
画
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ

っ
て
そ
の
ス
ト
レ
ス
か
ら

高
齢
者
の
帯
状
疱
疹
が
増

え
て
い
る
。

　
80
歳
ま
で
に
、
３
人
に

１
人
は
発
症
す
る
と
さ
れ

る
疾
病
で
あ
る
。

　
50
才
か
ら
接
種
可
能
と

な
っ
て
い
る
帯
状
疱
疹
ワ

ク
チ
ン
に
つ
い
て
接
種
の

啓
発
と
接
種
に
対
し
て
の

公
費
助
成
の
考
え
は
な
い

か
。

答
平
健
康
推
進
課
長

　

改
良
型
新
ワ
ク
チ

ン
の
対
象
者
は
、
１
、
２

回
目
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

し
た
人
全
員
で
、
３
回
目

ま
で
接
種
済
み
の
人
も
対

象
と
な
る
。
接
種
間
隔
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
示
さ
れ

て
い
な
い
。

　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て
は
帯
状
疱
疹
後
神

経
痛
と
呼
ば
れ
る
後
遺
症

が
残
る
こ
と
も
あ
り
、
現

在
、
厚
生
労
働
省
に
お
い

て
公
費
負
担
に
よ
る
予
防

接
種
法
に
基
づ
く
定
期
接

種
化
に
向
け
議
論
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
動
向
を
注
視

し
必
要
な
検
討
を
行
う
。

定
例
会
の
報
告

決
算
委
員
会
の
報
告

討
論
・
交
流

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



18美咲町議会だより  No.70  ＜2022.11＞議員はお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

藤井智江（ふじい  ともえ）議員

動 画

ローカルベンチャー募集中

DMOの活用で人口減少克服を

人と人との共創で町を活性化する

着々と進む建設工事

制度の特徴を生かす教育を進める

問　
義
務
教
育
学
校
へ

の
対
応
に
つ
い
て
問

う
。

①
地
域
説
明
会
を
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

②
学
年
段
階
を
６
・
３
制

か
ら
４
・
３
・
２
制
に
変

更
す
る
理
由
は
。

③
義
務
教
育
学
校
が
開
校

し
た
後
支
援
学
級
の
体
制

に
変
化
は
出
て
く
る
の
か
。

④
子
ど
も
た
ち
の
主
権
者

意
識
・
権
利
条
約
に
つ
い

て
教
育
の
中
で
ど
う
生
か

し
て
い
く
の
か
。

⑤
旭
学
園
に
対
す
る
説
明

会
で
出
た
質
問
は
ど
の
よ

う
に
検
討
し
た
の
か
。

答
黒
瀬
教
育
長

①
地
域
の
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
か
ら
選
出
さ
れ
た

委
員
で
組
織
す
る
開
校
準

備
委
員
会
で
協
議
を
重
ね

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

②
義
務
教
育
学
校
だ
か
ら

で
き
る
特
徴
を
生
か
し
た

学
年
段
階
の
区
切
り
を
設

け
る
。

③
学
級
編
成
の
標
準
法
に

沿
っ
て
対
応
す
る
た
め
大

き
な
変
化
は
な
い
。

④
選
挙
・
国
政
・
地
方
自

治
は
必
修
科
目
と
な
っ
て

い
る
。
権
利
条
約
の
精
神

は
各
種
法
令
に
反
映
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
基
づ
い

た
教
育
を
推
進
す
る
。

⑤
質
問
に
は
学
校
を
通
じ

て
回
答
し
て
い
る
。
可
能

な
限
り
対
応
し
て
い
く
。

問　
美
咲
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
展

望
は
ど
う
な
る
の
か
。

①
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は

３
人
体
制
に
な
る
よ
う
だ

が
ど
こ
に
配
置
す
る
の
か
。

②
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー

を
町
外
か
ら
募
集
す
る
の

で
は
な
く
、
町
内
の
人
材

を
活
用
で
き
な
い
の
か
。

③
本
町
の
人
口
減
少
問
題

に
美
咲
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
活
用
し

て
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
宇
佐
見
政
策
推
進
監

①
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
は
、
ミ
サ
キ
ア
エ
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
に
配

属
し
て
拠
点
で
活
動
す
る
。

②
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー

は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が

地
域
を
活
性
化
し
よ
う
と

い
う
国
の
施
策
を
活
用
し

て
行
う
も
の
で
、
地
域
外

の
人
を
想
定
し
て
い
る
。

③
ミ
サ
キ
ア
エ
ル
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
目
的
は
、
棚
田

の
再
生
、
農
業
の
６
次
産

業
化
、
森
林
保
護
な
ど
本

町
の
中
に
あ
る
課
題
を
解

決
す
る
こ
と
。

　

そ
の
解
決
に
向
け
尽
力

し
て
い
る
町
内
の
企
業
や

地
域
の
人
と
、
ロ
ー
カ
ル

ベ
ン
チ
ャ
ー
と
し
て
参
加

し
て
も
ら
う
地
域
外
の
人

と
の
共
創
で
課
題
解
決
を

促
進
す
る
。

　

町
の
魅
力
を
増
や
し
、

結
果
と
し
て
交
流
や
人
口

を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

義務教育学校の教育内容は

定
例
会
の
報
告

決
算
委
員
会
の
報
告

討
論
・
交
流

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



19 みさき 議員はお祭りへの寄付や差し入れが禁止されています。

質問

答弁 基準を見直し取り組んでいる

質問

答弁

三船博之（みふね  ひろゆき）議員

動 画

問　
現
在
、
建
設
業
者

も
建
設
従
事
者
も
減

少
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
大
規
模
災
害
に
備
え
た

町
内
業
者
の
確
保
育
成
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
忠
政
副
町
長

　

大
規
模
災
害
か
ら

の
生
活
復
旧
に
は
建
設
業

者
の
協
力
は
不
可
欠
な
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　

本
年
度
か
ら
工
事
完
成

高
の
基
準
を
見
直
し
、
町

内
業
者
が
参
加
し
や
す
い

参
加
資
格
制
度
と
す
る
こ

と
で
業
者
の
確
保
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

答
前
田
建
設
課
長

　

甚
大
な
被
害
が
発

生
し
た
場
合
、
全
て
に
対

応
す
る
事
が
出
来
な
い
事

も
考
え
ら
れ
、
住
民
の
社

会
生
活
を
確
保
す
る
と
い

う
観
点
か
ら
作
業
可
能
と

判
断
で
き
る
業
者
に
は
依

頼
を
し
た
い
。

問　
安
全
な
作
業
を
行

う
に
は
建
設
業
者
の

実
態
を
充
分
に
把
握
し
、

能
力
の
あ
る
業
者
に
依
頼

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
前
田
建
設
課
長

　

町
内
業
者
が
参
加

し
や
す
い
よ
う
に
経
営
事

項
審
査
の
基
準
を
変
更
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
事
態

を
見
極
め
対
処
し
て
い
く
。

　

多
く
の
業
者
に
登
録
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

災害は忘れた頃にやってくる

災害に備えた建設業者の確保は

質問

答弁

質問

答弁 大
規
模
畜
産
業
に
独
自
施
策
は

町
の
施
策
は
な
い
が
研
究
し
て
い
く

問　
本
町
に
は
牛
、豚
、

鶏
な
ど
大
規
模
な
畜

産
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

糞
尿
問
題
は
い
ず
れ
の
業

者
も
頭
を
抱
え
て
い
る
。

町
と
し
て
独
自
の
施
策
は

な
い
か
。

　
ま
た
、
北
海
道
で
は
家

畜
排
泄
物
を
利
用
し
て
、

バ
イ
オ
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
環
境
問
題
、
発
電
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
所
も

あ
る
。

　
研
究
し
て
み
て
は
ど
う

か
。答

青
野
町
長

　

本
町
の
農
業
の
中

で
畜
産
業
の
生
産
額
は
74

％
を
占
め
て
い
る
。

　

糞
尿
処
理
問
題
が
大
き

な
負
担
に
な
っ
て
い
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
が
、

町
と
し
て
の
糞
尿
対
策
事

業
は
な
い
。　

　

国
・
県
の
補
助
事
業
の

活
用
や
対
応
策
の
助
言
を

し
て
い
る
。

　

バ
イ
オ
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ

ー
利
用
に
つ
い
て
は
、
循

環
型
社
会
の
形
成
の
た
め

に
も
今
後
研
究
し
て
い
く
。

答
林
田
産
業
観
光
課
長

　

家
畜
排
泄
物
の
問

題
は
、
深
刻
な
課
題
と
認

識
し
て
い
る
。
国
や
県
に

は
補
助
事
業
が
あ
る
が
一

定
の
条
件
が
あ
る
。

　

メ
タ
ン
発
酵
に
よ
る
バ

イ
オ
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
に
つ
い
て
は
事
業
規
模

の
問
題
も
あ
る
が
、
研
究

し
て
い
き
た
い
。

畜産業の振興を

定
例
会
の
報
告

決
算
委
員
会
の
報
告

討
論
・
交
流

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



20美咲町議会だより  No.70  ＜2022.11＞議員や後援会が有料の挨拶広告を出すと処罰されます。

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

形井　圓（かたい  まどか）議員

動 画

老朽化が進む公民館

西幸・三保公民館の建て替えを

総合管理計画に基づき検討する

町民にやさしい行政を

住民ニーズに対応できる行政へ

問　
町
民
に
や
さ
し
い

行
政
は
で
き
て
い
る

の
か
。

①
職
員
は
町
民
に
寄
り
添

っ
た
仕
事
を
し
て
ほ
し
い
。

②
高
校
へ
の
通
学
定
期
券

へ
の
補
助
金
は
Ｊ
Ｒ
に
も

適
用
す
べ
き
で
あ
る
。

③
町
内
に
は
中
央
地
域
と

柵
原
地
域
に
火
葬
場
が
あ

る
が
、
利
用
料
金
に
格
差

が
あ
る
。
是
正
で
き
な
い

の
か
。

④
黄
福
タ
ク
シ
ー
の
制
度

は
見
直
し
が
必
要
な
の
で

は
な
い
か
。

答
青
野
町
長

①
町
で
は
職
員
の
人

材
育
成
基
本
方
針
の
中
で
、

目
指
す
べ
き
職
員
像
を
掲

げ
て
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
自

ら
考
え
行
動
で
き
る
職
員

へ
の
人
材
育
成
を
心
が
け

て
い
る
。

②
こ
の
制
度
は
通
学
の
料

金
を
平
準
化
す
る
た
め
の

も
の
で
、
Ｊ
Ｒ
は
も
と
も

と
運
賃
が
安
く
助
成
の
対

象
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

③
現
在
の
利
用
料
は
中
央

斎
場
が
１
万
２
︐５
０
０

円
、
柵
原
斎
場
が
２
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
施
設
の
建
築
年

数
や
施
設
の
規
模
・
内
容

の
違
い
か
ら
利
用
料
金
が

異
な
っ
て
い
る
。

④
今
後
、
年
齢
要
件
や
料

金
体
系
な
ど
制
度
全
般
に

つ
い
て
公
共
交
通
在
り
方

検
討
会
議
な
ど
で
検
討
し

て
い
く
。

問　
西
幸
公
民
館
は
、

昭
和
48
年
、
三
保
公

民
館
は
昭
和
43
年
に
建
築

さ
れ
、
周
辺
地
域
の
子
ど

も
の
そ
ろ
ば
ん
、
習
字
、

パ
ソ
コ
ン
教
室
、
サ
ロ
ン

な
ど
地
域
の
交
流
・
発
展

の
中
心
的
な
場
と
し
て
、

併
せ
て
災
害
時
の
避
難
場

所
と
し
て
利
用
さ
れ
、
住

民
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
両
施
設
と
も
老

朽
化
が
進
み
、
二
階
建
て

の
た
め
高
齢
者
に
不
便
な

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
し
て
両
施
設
と
も
災

害
時
の
避
難
場
所
で
も
あ

り
な
が
ら
西
幸
公
民
館
は

急
傾
斜
地
域
の
危
険
な
場

所
に
建
設
さ
れ
て
い
る
。

　
特
に
高
齢
者
か
ら
建
て

替
え
の
要
望
が
出
て
い
る

が
町
の
考
え
は
。

答
青
野
町
長

　

両
公
民
館
と
も
建

築
か
ら
相
当
の
年
数
が
経

過
し
て
い
る
。

　

ま
た
高
齢
者
の
利
用
が

増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

施
設
利
用
に
つ
い
て
の
利

便
性
の
向
上
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

両
公
民
館
の
建
て
替
え

に
つ
い
て
は
、
町
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
に
基

づ
き
施
設
の
集
約
や
規
模

縮
小
も
視
野
に
入
れ
て
検

討
し
て
い
る
。

町民目線の行政はできているか

定
例
会
の
報
告

決
算
委
員
会
の
報
告

討
論
・
交
流

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



21 みさき 後援会が花環・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

長崎県諫早市議会が視察で来町
～議会だよりの研修会を開催～

島根県津和野町議会が視察で来町
～議会基本条例の研修会を開催～

　８月３日に長崎県諫早市議会から市議会報発行
特別委員会の皆さん９人が来町されました。
　美咲町議会だよりの編集方法やホームページの
作成方法などについて意見交換を行い、お互いの
技術的な面を見つめ直す良い研修会となりました。

　１０月１４日に島根県津和野町議会から草田議長を
始めとした皆さん１３人が来町されました。
　美咲町議会が制定している議会基本条例につい
て意見交換が行われ、これを基に津和野町議会でも
議員活動の活性化を目指した基本条例が制定され
るもようです。

視察受入

質問

答弁 地域と共に体制を整える

質問

答弁

山本　資（やまもと  たすく）議員

動 画

問　
義
務
教
育
学
校
開

校
に
向
け
て
郷
土
学

習
に
よ
る
探
究
的
な
学
び

を
身
に
付
け
、
郷
土
の
創

造
と
発
展
を
考
え
行
動
す

る
力
を
育
成
し
、
地
域
の

自
然
に
親
し
み
、
人
に
つ

い
て
学
び
、
地
域
に
貢
献

す
る
人
材
教
育
を
目
指
し

て
準
備
し
て
い
る
と
思
う
。

　
郷
土
に
は
様
々
な
歴
史

が
あ
り
、
先
人
の
努
力
で

現
在
の
我
々
が
存
在
し
て

い
る
こ
と
も
し
っ
か
り
学

習
し
て
も
ら
い
た
い
。

①
地
域
と
し
て
ど
の
よ
う

な
関
わ
り
を
持
つ
べ
き
か
。

②
義
務
教
育
学
校
で
は
、

郷
土
の
歴
史
遺
産
を
ど
う

し
て
い
く
べ
き
か
。
子
ど

も
た
ち
に
も
一
緒
に
な
っ

て
考
え
て
も
ら
う
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
山
本
教
育
次
長

①
「
学
校
を
核
と
し

た
地
域
づ
く
り
」
の
講
演

会
を
開
催
し
て
、
地
域
と

共
に
あ
る
学
校
づ
く
り
と

学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ

く
り
を
同
時
に
進
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

地
域
と
学
校
が
一
緒
に

考
え
て
い
く
体
制
を
開
校

に
向
け
て
整
え
て
い
く
。

②
郷
土
学
習
で
は
、
子
供

た
ち
が
地
域
の
特
色
を
学

び
、
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
深
め
ら
れ
る
よ
う
学
習

を
展
開
し
、
住
ん
で
い
る

地
域
に
対
し
て
参
画
、
貢

献
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み

作
り
を
し
て
い
る
。 歴史遺産を大切に

義務教育学校の郷土学習の準備は

定
例
会
の
報
告

決
算
委
員
会
の
報
告

討
論
・
交
流

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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議　長 153日
（町外・県外を含む）

副議長 125日
（町外・県外を含む）

議　員
（議長・副議長を
除く11人）

平均106日
（町外・県外を含む）

議長交際費 6万1,966円

交際費は議長が議会を代表として外部と交
際するにあたり、町議会の運営にとって必要

な経費のことです。主に見舞金や弔慰金などに使
っています。

令和 3 年度の議員研修はコロナ禍のた
めオンライン研修や感染防止対策を十

分行ったうえでの対面研修を庁舎内で実施し
ました。

議　長 31万5,000円

副議長 26万2,000円

常任委員長 24万6,000円

議　員 24万円

視察研修費 38万2,360円

項　　　目 金　　　額

議員人件費 5,218万819円

一般職員人件費 1,253万6,447円

経常管理費 346万6,266円

各種負担金（退職議員の年金など） 2,072万2,665円

合　　　計 8,890万6,197円

議 会 費 あれこれ
どれくらいお金がかかっているの？
議会運営にはこのくらいかかっています。

何日くらい活動しているの？
年間の活動日数です。

議長交際費は何に使うの？視察研修費ってどれくらい？

報酬ってどれくらい？
月額報酬は次のとおりです。

Q

Q

QQ

Q

A

A

AA

A

令和3年度分

定
例
会
の
報
告

決
算
委
員
会
の
報
告

討
論
・
交
流

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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表紙の紹介
～美咲中央小学校の運動会～

第１１回美咲町社会福祉大会
～共に生きる地域づくり～

　９月１７日に行われた美咲中央小学校の運動会。
秋晴れのグラウンドには子どもたちの笑顔があふ
れていました。

　１０月2日に第１１回美咲町社会福祉大会が開催さ
れ多数の議員が参加しました。共に地域を創っていく

「地域共生社会」の実現を目指します。

　美咲町議会広報特別委員会では、できるだけ多くの町民の皆さんと意見交換を行う事を目的とした「出
前議会」に取り組んでいます。
　９月には「藤原地区地域福祉ネットワーク」と「錦織地区保護者の会」の皆さんからご依頼をいただいてお
邪魔してきました。
　議会の活動報告から町政全般まで熱のこもった意見交換ができました。
　皆さまからのご依頼をお待ちしております。

《 出前議会に行ってきました 》

藤原平成会館綿織老人憩いの家

令和4年12月定例会の予定

　令和 ４ 年12月に予定されている美咲町議会定例会は
◆12月12日（月）開会～12月23日（金）閉会
◆一般質問は12月13日（火）～14日（水）の 2  日間を予定しています。

（なお、日程が変更される場合にはみさきテレビなどでお知らせしていきます）

定
例
会
の
報
告

決
算
委
員
会
の
報
告

討
論
・
交
流

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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酷
暑
の
夏
も

過
ぎ
ゆ
き
、
暫
し

安
堵
感
を
覚
え

る
時
節
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

議
会
も
９
月
定
例
会
を
無

事
終
え
、
コ
ロ
ナ
終
息
を
願
っ

て
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

私
達
議
員
は
、
言
う
ま
で

も
な
く
住
民
福
祉
を
第
一
議

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
私
達
広
報
委
員
会
で

は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
お
伺
い
す
る
た
め
、
出

前
議
会
を
募
集
し
、
ご
要
望

を
い
た
だ
い
た
地
域
に
出
向
い

て
い
ま
す
。
現
在
２
回
の
開

催
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見

を
お
伺
い
し
て
お
り
、
こ
の

様
な
機
会
を
い
た
だ
い
た
こ
と

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
貴
重
な
ご
意
見
・

ご
要
望
を
踏
ま
え
て
、
議
員

一
同
今
後
の
議
会
活
動
に
活

か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　

 （
矢
吹
記
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
三
船
　
博
之

副
委
員
長
　
松
田
　
英
二

中
西
　
伶
王

矢
吹
　
一
郎

板
垣
　
正
寿

左
居
　
喜
次

町
民
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は

放
課
後
子
ど
も
教
室
第
4
回

寺
子
屋
や
な
は
ら
に
し

子
ど
も
た
ち
の
学
力
は
確
実
に
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　平成２９年６月に開設しました。放課後の時間を利用し児童が自主
的に宿題や自らの課題に取り組む活動です。また、地域の大人たち
が学習活動のサポートに参加して子どもたちの活動を支えています。

●どんな活動ですか

　毎週月・金曜日（祝日・学校休業日等は休室）の１５時３０分～１８時３０分までの
間、小瀬ふれあい会館で活動しています。

●どこで活動していますか

　柵原西小学校の児童が対象です。
●参加対象はだれですか

　宿題、学習ドリルなど生徒が個々の目標（学習カードに記入）を毎回決めて、教
科学習に取り組んでいます。

●具体的な活動内容は何ですか

　子どもと大人が「一緒に考える」、子ども自身が「やりきる」を基本とし、児童が
自ら教科学習などに取り組む姿勢を大切にしています。

●活動で大切にしていることは何ですか

　低学年の児童参加も多く、スタッフが児童一人ひとりに合わせた丁寧な学習指導
を行っています。

●どんなところが特徴ですか

　みさきスタイルこども応援事業運営委員会（美咲町教育委員会生涯学習課）から
委託を受けたＮＰＯ法人ファミリーリングあゆむが運営しています。
　問い合わせは飯田純子（０９０－１１８１－９６１０）までお願いします。

●運営は誰が行っていますか

　

美
咲
町
で
は
放
課
後
子
ど
も
教
室（
子
ど
も
た
ち
が
放
課
後
を

安
全・安
心
に
過
ご
し
、学
習
や
体
験・交
流
活
動
な
ど
を
行
う
事

業
）が
町
内
７
教
室
開
設
さ
れ
て
お
り
、そ
の
中
の
6
教
室
は「
寺

子
屋
」と
し
て
委
託
団
体
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

一緒に
学び
考える




